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は　じ　め　に
本連載は日本獣医師会雑誌が獣
医コミュニケーション研究会（通
称 農場どないすんねん研究会：
NDK）と連携して企画された．
私は NDKが設立された 2007年
から 2年後，当時，国際家畜研究
所（ILRI〈イルリ〉）ナイロビ本

部に勤務していた頃から，コミュニケーションの体験学
習ができるということで帰国した際に NDKの研修会に
参加していた．当時，私は人々のほとんどが非正規流通
食品に依存するサハラ以南アフリカで，サーベイランス
がないために政府による状況把握が困難な中で，食品衛
生リスクアナリシスを取り入れて公衆衛生の向上と経済
発展を目指す「参加型リスクアナリシス」＊手法［1］の
確立に取り組んでいた．ここで自分自身勉強中であった
「参加型疫学」［2］（＊参加型リスクアナリシスはリスク
アナリシスに参加型疫学の要素を取り入れて出来上がっ
たイノベーション）を深めるに当たり，NDKでの体験
は毎回刺激的で有用であった．
本稿では，私が現時点までの自身のキャリアの中で形
成してきたワンヘルス疫学において，コミュニケーショ
ンをどのように位置づけて用いているか解説する．コ
ミュニケーションには質的部分が多いため，本稿では個
人的な体験に基づき記述する側面が強いことについて，
予めご容赦いただきたい．

ワンヘルス疫学
「ワンヘルス疫学」という言葉は世界でコンセンサス
の取られたものではない．疫学の定義は「特定の集団に
おける健康に関する状況あるいは事象の，分布あるいは
規定因子に関する研究」［3］である．特に大学で教鞭を
取り始めてから数年は，獣医疫学の講義を 15回終了し
た後に学生から，「結局疫学って何ですか？ 分かりにく
いです．」と毎年コメントを受けた．研究室選びのシー
ズンになると，やはり学生からイメージが付きにくい，

とよく言われる．
私がワンヘルス疫学と呼んでいるのは，good willに
基づき，人・動物・環境の問題自体を中心に考え，手が
届く人がより良い意思決定ができるように，必要に応じ
て異分野連携しながら取り組む疫学である．ワンヘルス
疫学を実践していると，毎年いつも新しい事例，専門性の
方々と遭遇することになり，どんどん幅が拡がり続ける．
範囲が拡がることに不安も覚えるが，躊躇なく踏み切
るきっかけを作ってくれたのは，国際協力事業団（JICA）
青年海外協力隊（当時．現在は国際協力機構海外協力隊）
の経験である．まず派遣前の駒ケ根訓練所で講師から，
個人にとっての国際化とは，自分の中でカルチャー
ショックが起こり，価値観が変わってしまうことである
と学んだ．カルチャーショックはまだよいのだが，2年
間外国で暮らしていると，気が付かないうちに自分の価
値観や行動様式が居住した国の文化の影響で大きく変
わってしまい，自国に帰って来た時に強烈なカウンター
カルチャーショックを受ける．これは確かに私にも起こ
り，事前に訓練を受けていたため対応することができ
た．語学の習得もこれと似ており，英語が話せない状況
でネパール語を学ぶと最初は混乱するが，継続して使用
しているとすっかり定着してしまう．そうすると日本語
に部分的に違和感を覚えることとなり，さらに言語体系
の異なる言語を複数習得していくと，文化についても同
様，固定の基準が存在しなくなる．人と人との理解自体
が中心となり，訪れた社会が持っている環境の中で社会
に埋め込まれた価値観，習慣を理解，保全しつつ，well 

beingを推進する方法を学び考えるようになる．
ここで元の話に戻ると，獣医師としての社会経験のな
い学生が，社会に密接に関連し，広範囲にわたる疫学の
理論が分かりづらいと感じるのは当然のことで，講義・
実習でカルチャーショックに次々と遭遇している状況で
あると考えられる．実はこれは学生に限ったことではな
く，社会経験を積んだ獣医師も，医師も，環境の専門家
も，社会学者も，経済学者も，数理科学者も境目を越え
て出会ったり，協働したりすると同様に必ず起こる．だ
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からこそ，セクターを越えて（異分野連携），また行政，
研究，コミュニティーというレベルも越えて問題に取り
組む超学際アプローチ，エコヘルス［4］が重要なので
ある．カルチャーショックには，不安に感じる側面もあ
るが，違いを楽しいと思えることもある．楽しみながら，
問題解決，リスクへの対応ができることはワンヘルスの
モチベーションとなる．

行動指向型アプローチ
行動指向型アプローチは，農村開発学分野で試行・体
験的な成果の共有を通して学術的にも発展してきたと言
える．参加型疫学ではサーベイランス・モニタリングに
より客観的データが蓄積されていない村落地域でも，迅
速に疫学的情報を収集できる迅速村落調査，キーマンへ
のインタビュー，コミュニティーに指揮棒を渡してしま
い，コミュニティーの構成員自身で問題の把握や解決方
法を導くのを見守る参加型村落調査のような様式がある
［2］．研究者の視点でこれら参加型疫学を捉え使おうと
計画する段階では，何故このような調査が行動指向型ア
プローチと呼ばれるのか理解できない．それを理解する
には，現場での体験が不可欠なのだ．

2010年 4月 20日，宮崎県で発生が確認された口蹄疫
は感染拡大し，偶蹄類動物へのワクチン接種と殺処分に
より，297,808頭の尊い動物の命を犠牲に終息した［5］．
口蹄疫の終息後であるが，私はある学会にて，口蹄疫が
家畜生産者だけでなく，報告された防疫従事者にも大き
な精神的ダメージをもたらしたことを目の当たりにし
た．私はメンタルヘルスに取り組んだことがなかったの
で，まずグループディスカッションを主体とする参加型
疫学調査［6-8］を行い，続いて宮崎県精神保健福祉セ
ンターの精神科医と共同で，生産者及び防疫従事者を対
象に質問票を用いた精神的ストレスの状況とリスク因子
の調査を行った［9, 10］．
参加型疫学調査を通して，私は生産者のグループで
も，防疫従事者のグループでも，傷ついた感情の蓋を剝
がす辛い体験の後，参加者の間にお互いに口に出せな
かった辛さを共有できたことで癒し，認め合い，赦しに
繋がっていく過程を共に経験した．私は話を聞いて付箋
に発言内容をまとめ，整理しただけなのであるが，たっ
た 1～2時間ほどのその作業は，単純に起こった出来
事を記録に残しただけではなかった．参加型調査でのコ
ミュニケーションは，参加した生産者と獣医師が復興に
向けて一丸となって努力する後押しとなり，参加型疫学
自体が参加した獣医師らによって生産者の指導に応用さ
れるようになった．このように，参加型疫学は相互理解
と問題解決という行動に直結し，その後も継続して発展
していく可能性を秘めていることから，行動指向型アプ
ローチ［2］と呼ばれる．

行動変容を起こす科学コミュニケーション
参加型疫学が参加者の体験を通して理解，気持ち，行
動に変化を与えていくことは説明したとおりであるが，
疫学は集団における健康問題を解決するために，客観的
な情報を分かりやすく政府当局，ステークホルダー，一
般市民に伝えることで，法律，条令，規則を新たに作る
か既存の枠組みを用いて，あるいは内的動機付けによ
り，予防策を導入し，行動変容を起こすのに用いられる．
疫学解析の公表により，ステークホルダーや一般市民
の問題に対する理解が著しく深まり，行動が変化した例
として，薬剤耐性菌問題［11］と新型コロナウイルス
感染症（COVID-19）［12］があげられる．薬剤耐性菌
問題としては，今対策を開始しなければ 2050年までに
薬剤耐性菌による世界の死者数が悪性新生物による死者
数を上回ると警告する報告が 2014年に出され，これが
きっかけで世界保健機関（WHO）のグローバルアク
ションの公表，これに続く各国のアクションプランの作
成に繋がった．COVID-19については密閉空間で一人
の感染者から起こる二次感染者数が多い［12］ことか
ら，三密（密閉，密集，密接）を避けるコミュニケーショ
ンが速やかに全国に広まった．
家畜感染症の流行時には，流行のパターンの把握やリ
スク因子の提示は防疫対策立案の中で重要である．
2013年 10月に沖縄県で発生し，全国に流行した豚流行
性下痢（PED）は当時世界的なパンデミックの中で日
本に侵入した．養豚生産者は母豚へのワクチンが品薄に
なる中，死亡した子豚から作成したミンチを使った「強
制馴致」という方法で免疫を付けようとした．この方法
が現場では有効であるという声もあり，農林水産省が実
施しないよう呼び掛けたが継続して実施された．大規模
流行が収まってからであるが，発生データの解析から，
強制馴致は却って PEDの被害を大きくするという科学
的コミュニケーションが行われた［13］．
疫学解析結果の公表に加えて，疫学とよくセットで用
いられる社会経済学も大変重要である．疫学・社会経済
学によるデータ解析から，家畜生産者が衛生対策を取る
意思決定メカニズムを理解し，その支援の在り方を検討
する材料を提供することが行われている［14］．また，
畜産生産者や食品加工・販売者が自発的に衛生的な行
動を取るように促すナッジに関する研究も行われている
［15］．
獣医師は人獣共通感染症から人の健康を守ることがで
きる．そしてワンヘルス疫学は，動物［16］及び人［17］
への介入により人の感染リスクを下げる方法を提示した
り，農林水産省によるリスク管理措置が人の健康の向上
に有効であることを示したり［18］というコミュニケー
ションを，客観的な情報を用いて推進することができ
る．このように疫学は政策決定者，ステークホルダー，
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一般市民が拠り所とする信頼できるエビデンスを提供す
るコミュニケーションを通して，人，動物，環境の健
康を守っているのである．
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